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摂
衆
生
の

四

三

願
（

施
為）

…

以
下
の

通
り
。

　
　

凡
夫
所
託
（

一

六

願
）

…

第
一

−
十
一
、

十
五
、

十
六

、

二

十
一
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

三

十
三
、

三

十
七
願

　
　

　
　
［
凡
夫
引
接
の

願
（
四

願）
］

…

第
十
八
、

十
九

、

二

十、

三

十

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

五

願

　
二

乗
所
託
（
一

願
）

…

…

第
十
四

願

　
菩
薩
所
託
（
一

八

願）

…

二

十
ニ

ー
二

十
六

、

二

十
八
−

三
十、

三

十

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

六
、

四

十
−
四

十
八

願

　
未
分
類
（
四

願）

…

…

…

二

十
七

、

三

十
四

、

三

十
八、

三
十
九
願

　
良
忠
は
こ

の

よ

う
に

四
十
八

願
全

体
を

把
握
し
て

い

る
が

、

第
十
八

願

を

特
に

生
因
の

願
と
呼

称
し
て

い

る
。

こ

の

例
は

『

伝
通
記
』

中、

処
々

に

散

見
さ
れ

、

特
に

『

観
経

疏
』

定
善
義

、

真
身
観
所
説
の

三

縁
釈
の

結

文
（
『

浄
全
』

二
、

四

九

頁
上
）

を

解
釈
し、

そ
れ

を

通
じ

て

良
忠
は

、

『

無
量

寿
経
』

に

本
願
に

誓
わ
れ
た
生

因
の

行
は

称
名
念
仏
の

み

で

あ
っ

て、

こ

れ
が

『

無
量
寿

経
』

全
体
を
通
じ

て

強

調
さ
れ
て
い

る
こ

と

を
願

成
就
の

文、

三

輩
の

各
文、

流

通
分
を

引
い

て

主
張
し

（
『

浄
全
』

二
、

三
五
四

頁
下
1
三
五
五

頁
上
）

、

『

阿
弥
陀

経
』

『

観

経
』

に

も
同

様
の

意

図
が
あ
る
こ

と
を

述
べ

る
。

こ

の

よ

う
に

善
導
の

説
示
を
具
体
的
に

引

証

し、

本
願
に

誓
わ

れ
た

実
践
行
は

第
十
八

願
に

示
さ
れ
る

称
名
念
仏
で

あ

る
こ

と

を
説
明
し

た
。

言
い

換
え
れ
ば、

こ

れ
に

よ

っ

て

第
十
八

願
を
生

因
の

願
つ

ま

り
は

「

衆
生
が
極
楽
に

往
生
す
る
た
め

の

具
体
的
な
実
践

行

を
誓
わ

れ
た

願
」

と
し

て
あ
ら
た
め

て

位
置
づ

け、

定
義
し

て

い

る
。

　
ま
た

良
忠
は

、

『

伝
通

記
』

に

お
い

て

定
散
の

行
も

「

因
縁

和
合
し
て
、

皆、

往
生

す
る

こ

と
を

得
」

と
し、

「

凡
夫

、

報
土
に

生

ず
る

時
、

願

力、

加
わ
ら

ず
ん

ば
生

ず
べ

か
ら
ざ
る
が

故
に、

別
し
て

佛
願
を

以
て

増
上
縁

と

爲
す
」

（
『

浄
全
』

二
、

一

二

八

頁
下
）

と

も
述
べ
、

凡
入
報
土
は

願
力

の

加
被
に

よ
っ

て

成
立

す
る

も
の

で

あ
る

こ

と

が
わ

か

る

が
、

換
言
す
れ

ば

良
忠
は

「

凡
夫
が

定
散
の

行
（

諸
行
）

に

よ
っ

て

往
生

す
る

た
め

に

は

阿
弥

陀
仏
の

願

力
の

加
被
が

必

要
で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

で

は

念
仏
以

外
の

行
に

加
被
し
、

諸
行
に

よ
っ

て

報
上

に

往
生
さ

し

め

る

願
力
と
は
何
か

。

こ

の

問
題
に

対
し

て

良
忠
は

摂
機
の

願
を

提
示
す

る
。

良
忠
は、

摂

機
の

願
は

機
根
を

摂
取
す
る

こ

と
を

意
図
し

た

願
で

あ

る

た
め

行
は
成

就
し

難
く、

そ
れ

に

対
し
生

因
の

願
は

機
根
の

隔
て

な

く
、

往
生
す
る

た
め
の

行
が

示
さ

れ
た

願
で

あ
る

か
ら

行
は

成
就
し
易
い

と
し

て

い

る
。

そ
し
て

行
者
の

行
が

成
就
す
る

の

は

仏
果
の

冥
加
を

被
る

も
の

で

あ
る
と
し
て

、

そ
れ
ぞ

れ
の

行
者
の

行
が

被
る

仏
の

冥
加
と

願
力

に

つ

い

て

述
べ
、

称
名
は

仏
の

冥

加、

摂
凡
の

願
、

生

因
の

願
の

カ
を

被

る

こ

と

に

他
の

行
に
超
え
て

い

る

と

し
て

い

る
（
『

浄
全
』

二
、

一

二
一

頁
上

−
二
一

二

頁
下
）

。

こ

れ
ら
の

説
示
を

終
わ

っ

て、

良
忠
は

『

観
経

疏
』

の

解

釈
に

返

り
、

「

五

乗、

齊
し

く
入
る
」

の

た

め
に

正

し
く
託

し

た
「

仏
願
」

は
生
因
の

願
に
か
ぎ
っ

た
も
の

で

は

な

く、

機
根
の

摂
取
を

目

的
と
し
て

の

仏
願
（
四
十
八

願
全

体
）

を

表
し
た
も
の

と

解
釈
し

た

も

の

で

あ
る

。

日
蓮
研
究
に
関
す
る

方

法
論
上
の

再
検
討

　
　

　
実
証
主

義
の

持
つ

限
界

ー

　
一
　

問
題
の

所
在

　
第
二

次
世

界
大
戦
後
二

〇

年
間

余、

究
と
並
ん
で

パ

ー

ジ

の

対
象
と

な
り、

笠

井
　
正

弘

（999＞

宗
教
学
で

の

日

蓮

研
究
は

神
道
研
　
　
77

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

2

歴

史
的

研
究
な
い

し
は
思

想
史
的
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研
究
に

限
定
さ
れ
、

ア

カ

デ
ミ
ッ

ク

な

教
義
研
究
に
関
し
て

は
、

立
正

大

学
・

身
延
山
大
学
に
限

定
さ
れ
て
、

宗
教
学
で

は

久
し
く

研
究
さ

れ
て

こ

な
か
っ

た
。

そ
れ

は

日
蓮
研
究
の

低
調
さ
の

原
因
の
一

つ

と

な
っ

て

い

る

と
と

も
に

、

日
蓮
の

宗
教
性
理
解
に

決
定
的
限

界
を
与
え
る

こ

と
に

も
な

っ

て

き
た

。

　
ニ

　
キ
リ
ス

ト
者
に

よ
る
日
蓮
の

宗
教
的
価
値
の

発

見

　
明
治
維
新
以

後、

廃
仏
毀
釈
運
動
の

影
響
も
あ
っ

て

日
蓮

系
仏
教
教

団

は

極
め

て

不
調
で

あ
っ

た
が、

明
治
三

〇

年
代
に

な
る

と
キ

リ

ス

ト
者
達

に
よ
っ

て、

日
蓮
が
見

直
さ
れ

、

そ
れ

に

触
発
さ
れ
て

活
発
な

日
蓮
研

究

が
開
花
す
る

よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の

典
型
が
無
教
会
主

義
キ

リ

ス

ト
教
の

提
唱
者

、

内
村
鑑
三
で

あ
る

。

彼
の

『

代
表
的
日
本
人
』

で

捉
え
ら

れ
た

日
蓮

像
は

、

宗
教
学
と
い

う
視
点
か

ら

は
、

重

要
な

内
容

を

孕
ん

で

い

る
。

こ

の

作
品
で

彼
は

五
人
の

入

物
を

選
ん

で

い

る

が
、

仏
教

僧
か
ら

は、

数
多
い

る

歴

史
上
の

仏

教
僧
を
差
し
置
い

て

日
蓮
の

み

を

選
ん

で

い

る
。

内
村
は

日
蓮
を

日

本
人
に

と

っ

て

げ

巳
  q

日

盛
01

（

謎）

の

存
在

、

あ
る

い

は

「

日

本
人
に

最
も

誤
解
さ
れ
て

い

る

人
物
だ
」

、

と

述
べ

て

い

る
。

そ
れ
は

彼
が

日

蓮
に

古
代
ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ

ス

ト

教

的
く

使

命
預

言

者
V

の

姿
を

見
た
か

ら
で

あ
っ

た
。

内

村
は
上

記
の

作
品
の

最
後
に

、

日

蓮
を

「

最
も
誠
実
で

最
も
正

直
な

人

物
だ
」

と

評
価
し
て

い

る
。

こ

れ

は、

哲
学
系
の

思
想
史
の

立

場
か
ら

、

戦
後

す
ぐ
の

家
永
三

郎
氏
や
一

九
六
〇

年
代
の

戸

頃
重

基
氏
ら

が

凵

蓮
を

法
然
の

亜
流
と
み

な
し
、

な

お
か

つ

僧

侶
を

殺
せ

と
述
べ

る

な
ど

、

倫
理

性
に

問
題
が

あ
る

と

述
べ

て

い

た
の

と

は

対
照
的
で

あ
る

。

こ

こ

に

は
、

単
に

社
会
的

行
為
規
範
に

過
ぎ
な
い

倫

理
と
い

う
対
象
を
実
体
視
す
る

、

ナ

イ
ー

ブ
な

方
法
上
の

欠
陥
が
露
呈
し

て

い

る
。

内
村
は

海
外
の

キ

リ
ス

ト

教
に

接
し
た
お

か

げ
で

、

意
識
せ

ず

に

〈

異
文
化
比
較
〉

と
い

う
視
点
が

確
立
し

、

自
文
化
が
相
対

化
で

き
た

と

言
え
よ
う

。

そ
の

結
果
従
来
の

日

本
人
が

理

解
で

き
な
か
っ

た
日

蓮
の

宗
教
性
の

特

徴
を

把
握
で

き
た

の

で

あ
っ

た
。

日
蓮
を
知
る
と

は、

内

村

の

い

わ

ゆ

る
、

Φ

巳
ゆq

日
畧凶
o ．
（
謎）

な

部
分
を

把
握
す
る

こ

と

で

あ
る

。

　
三

　
方
法

論
の

吟
味
−
実
証
主

義
の

持
つ

限
界

　
第
二

次
世

界
大
戦
後

、

日

蓮

教
学
研
究
は

歴

史
学、

思
想
史

学
優
位
の

影
響
で

自
由

度
が

失
わ
れ

て

い

る

感
が

あ
る

。

何
よ

り
も
史
学

系
は
実

証

主
義
を

方
法
の

基

本
と

し
て

い

る

が
、

そ

こ

で

は

根
拠
の

な
い

く

進
化

幻

想
V

と

過
去
の

出

来
事
と

現
在
を

時
間
軸
で

繋
ぐ

〈

実
体
的
因

果
論
〉

を

方
法
と
し

て

使
っ

て

い

る

の

で
、

科
学

的
方

法
と

し
て

破
た

ん

し
て

お

り
、

そ
の

結
果
教
学
へ

応
用
し

て

も

硬
直
化
を

免
れ
得
な
い

。

こ

の

時
に

参
考
に

な
る

の

は

マ

ッ

ク
ス
・

ヴ
ェ

ー

バ

ー

の

実
証
主
義
歴
史

学
へ

の

批

判
で

あ
る

。

彼
は

〈

理
念

型〉

を
方

法
と

し
て

確
立
し
た

が、
〈
預
言

者

的

宗
教
類
型
〉

分
析
を

提
示
し
て

古
代
ユ

ダ

ヤ

教
↓
プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト
キ

リ

ス

ト

教
の

特
徴
と

し
て

の

〈

使
命
的
預
言
者〉

の

宗
教
的
個

性
を
明

確

化
し
て

い

る
。

日

蓮
に

色
濃
く
観
察
さ
れ

る

の

は

ま
さ
に
こ

の

個
性
で

あ

る
。

こ

れ
を

捉
え
る

に

は

実
証
主

義
法
で

も
理
念
型
法
で

も
な
く、

宗
教

の

全

体
性
を

構
築
し、

そ
こ

か

ら

測
定
し

て

個
性
を
同
定
す
る

方
法
が
必

要
で

あ
る

。

そ
れ

は

数
学
が

虚
数
を

必
要
と

し
て

い

る
よ

う
に、

い

わ

ば

〈

虚
証
主

義
〉

法
を
必

要
と
し

て

い

る

と
い

え
よ

う
。

日
蓮
教

学
は

虚
の

重

要
性
に

根
差
し

た

こ

の

絶
対
開
会
的
全

体
性
へ

と

飛
翔

す
る

と

き、

人

類
全

体
へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を
発
信
で

き
る

よ

う
に
な
る
で

あ
ろ

う
。
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